



































まず、スキナーの著作 rContingenciesof ReinforcementJ (Skinner， 1969)における定義
を引用する。
The class of responses upon which a reinforcer is contingent is caJJed an operant， to 
su舘 estthe action On the environment followed by reinforcement. We construct an operant 
by making a reinforcer contingent on a response， but the important fact about the resulting 
unit is not its topography but its probability of舵 currence，observed as rate of emission. 
. [中略).. . . . . .  An adequate formulation of the interaction between an 
organism and its environment must always specify three things : (1) the occasion upon 
which a response∞curs， (2) the response itself， and (3) the reinforcing consequences. The 
interrelationships among them are the .contingencies of reinforcement. H 




以下、代表的な定義として、 f行脚心理ハンドブックJ(小JI(監)、杉本・佐燦 ・河嶋 (編)、
1989)、rElementary principles of behaviod (Malott. Malott. & Trojan. 2∞的及び f行動分
析学入門J(杉山ほか， 1998)の3編から定義部分を引用しておく (下線はいずれも長谷川に
よる)。







(Elementary principles of behaviorJにおけるBehavioralcontingencyの定義 (18頁): 
. The occasion for a response (behavior)， 
. the response (behavior)， and 





























* 1 Malott ct al. (2α)())や杉山ほか (1998)の定義では、弁別刺激が定義から除かれて「三項随伴性Jに代




















提示)が出現するということが 「直後の環境変化jとなるからである。 しかし、 f行動→結果j
関係が明白であるように見えるスキナー箱においでさえ、あやふやなところがある。例えば、
ハトを被験体として、キーを10回つつくたびに餌が出てくるという訓練を行ったとする (fF
RIOJの定比察強化スケジューJレ)。 これは形式上、 f餌無し → キーっつき → 餌無しJ
という無強化(消去)手続9凶と、「餌無し → キーつつき → 餌提示」という強化手続l
固から;構成されているが、ある程度訓練が進んだ段階では、ハトは「キーを10田つつく」とい
うひとまとまりの行動を形成しているように見えてくる。であるならむしろ 「餌無し 『 キ





















































































































































* 3 Mednick (1963)に掲載されており、引用元はコロンピア大学のJesterと記されている。
*4 にここでいう活動は、「殴られる」などの受身形や、 r-しない」などの非行動を含む。しかし、それらは
死人でもできることなので行動には含まれない。







































































































































また、久保田 ・桐谷・鎌倉・江藤・例西 (2003)は、 f随伴偶来性 (contingencyの訳語改訂)J







英語の説明文 (MaJott.Malott. & Trojan. 2∞0， 337-338頁)を例に挙げてみよう。
-条件刺激 (CS):他の剰融と対提示されることで条件反応を誘発するようになった制撤
. Conditioned stimulus (CS) : A stimulus that acquires its eliciting properties through 
previous pairing with another stimuJus. 
・レスポンデント条件づけ:中性刺激が無条件刺激と対提示されることで、無条件反応、に似た
条件反応を誘発し条件刺激に変わる
. Respondent conditioning : A neutraI stimuJs acquires the eJiciting properties of an 
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